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■このファイルについて 

本ファイルは、要求開発アライアンスの策定する要求開発方法論 Openthology ドキュメントの一部で

す。最新のファイルは、http://www.openthology.org より取得することができます。 

■フィードバック 

要求開発方法論 Openthology は常に利用者のフィードバックを受け付けます。誤り・改善点・アイデ

ア・コメントは、info@openthology.org まで気軽にお寄せください。 

■要求開発アライアンスについて 

2005 年 3 月発足。企業や組織の IT 化についての共通課題を、業務の可視化によって解決することを

テーマとして結成した団体で、ユーザ企業やシステム開発関連企業あわせて 50 社以上、170 名以上

が参画しています。目下の活動は、要求開発方法論 Openthology の策定であり、Openthology のド

キュメントは、要求開発アライアンスのホームページ(http://www.openthology.org)からダウンロード

できます。Openthology は、ソフトウェア開発が始まるまでに行なうべきシステム要求の作成過程の進

め方、手法､成果物などを規定したもので、現在もバージョンアップを進めています。 

 

http://www.openthology.org 
Openthology Version 1.0 の文書はクリエイティブ・コモンズ-帰属-2.5 (CC-by-2.5) で提供され、営利目的

で利用することが可能です。 
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1. 概要概要概要概要 

この文書は、要求開発方法論 Openthology Version 1.0 と、2005 年 1 月に公開された、Version0.6 の

違いについて説明します。すでに Version 0.6 を知っている読者にとっては、変更点を把握し、Version 

1.0 の理解を容易にすることができます。また、本文書はできるだけ「なぜ変更したのか(変更の背景)」を説

明しようとしています。変更の背景を知る事により、Version 1.0 の理解の一助になれば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Openthology Version 1.0 で加えた変更点は、大きく二つに分類できます。 

「「「「理論理論理論理論からからからから実践実践実践実践へへへへ」」」」 

Openthology Version 0.6 は、要求開発における方法論の基礎であり、「なぜ要求開発が必要なの

か(WHY)」「要求開発では何をすべきなのか(WHAT)」が論点の中心でした。しかし、この時点では、

実際のプロジェクトに適用する際に「いつ(WHEN)」「誰が(WHO)」「どうやるのか(HOW)」については

詳細が未確定であり、誰もが容易に要求開発チームを組成したり、プロジェクトに適用できるものでは

ありませんでした。 

そこで、Openthology Version 1.0 では、「フェーズ分割」「仮説検証型 PDCA サイクルの導入」

「PDCA プロセスキャビネット」「プロセスセル」などの概念を導入することによって、実践可能な方法論

として具体化／洗練を行ないました。 

「「「「手法手法手法手法ののののレベルアップレベルアップレベルアップレベルアップ」」」」 

Openthology はモデリングによるビジネスの可視化を重視しています(⇒コア文書【コンセプト編】参

照)。しかし、システム開発とは異なる「ビジネスのモデリング」については難易度の高いものがあり、誰

もが容易にモデリングできない場合がありました。 

Openthology Version 1.0 では、ビジョンとゴールの見える化(BSC 戦略マップ モデリング)の手法を

追加するとともに、概念モデリングの手法として「TFP 分割手法」を追加し、より容易にモデリングを可

能としました。 

それぞれの変更の詳細は、次項で個別に説明を行ないます。 

Ver 0.6Ver 0.6

Ver 0.6 からからからから Ver 1.0へのへのへのへの変化変化変化変化

WHY

WHAT

WHEN

WHO

HOW

Ver 1.0Ver 1.0

• 理論から実践へ
�フェーズ分割

�仮説検証型PDCA反復サイクルの導

入

�PDCAプロセスキャビネット

�プロセスセル

• 手法のレベルアップ
�ビジョンとゴールの見える化（BSC）

�概念モデリングの最適化（TFP分割手法）
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2. 理論理論理論理論からからからから実践実践実践実践へへへへ 

概要で述べたとおり、要求開発方法論 Openthology の Version0.6 は、要求開発における方法論の基礎

であり、「なぜ要求開発が必要なのか(WHY)」「要求開発では何をすべきなのか(WHAT)」が論点の中心で

あり、「いつ(WHEN)」「誰が(WHO)」「どうやるのか(HOW)」についてあまり触れていませんでした。 

Version 0.6 における要求開発プロセスは、大きく分けて「現状理解フェーズ」と「戦略策定フェーズ」の 2

フェーズで要求開発プロセスを定義していました。しかし、この 2 つのフェーズでそれぞれのモデリングを並

行して行い、要求を開発することは困難です。そこで、Version 1.0 では、フェーズを 4 つに分割し、段階的

な詳細化を行なうことにより、より容易に要求開発プロジェクトを推進できるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略策定

現状理解

方向付け 推敲 構築 移行

第１ プロジェクト
方向付け 推敲 構築 移行

第２ プロジェクト
方向付け 推敲 構築 移行

第３ プロジェクト

狭義のシステム開発

広義のシステム開発

ビジネスユースケース

業務フロー（As-Is、To-Be)

業務レベルの概念モデル

経営分析

ビジョン、ミッションの
確立

問題点分析

ビジネスゴール設定

システム化範囲の導出

ロードマップ作成

システムユースケースの
抽出と個別プロジェクト
へのブレークダウン

広義のプロジェクト

狭義のプロジェクト

要求開発要求開発要求開発要求開発

財務的解決やマー
ケティング的解決
で終わる課題もあ

る

現行業務の視
覚化と、標準
化に向けての

業務整理

システムシステムシステムシステム開発開発開発開発

業務プロセス
によって解決
可能な課題を

主に扱う

広義の要求開発（要求定義） 狭義の要求定義

ＢＤＡＢＤＡＢＤＡＢＤＡＢＤＡＢＤＡＢＤＡＢＤＡ

要求開発要求開発要求開発要求開発プロセスオーバービュープロセスオーバービュープロセスオーバービュープロセスオーバービュー (Ver0.6)

要求開発要求開発要求開発要求開発プロセスオーバービュープロセスオーバービュープロセスオーバービュープロセスオーバービュー (Ver1.0)

準備

方向付け 推敲 構築 移行

第１ プロジェクト
方向付け 推敲 構築 移行

第２ プロジェクト
方向付け 推敲 構築 移行

第３ プロジェクト

狭義のシステム開発

広義のシステム開発

ビジネスユースケース

業務フロー（As-Is、To-Be)

業務レベルの概念モデル

経営分析
ビジョン、ミッションの
確立

問題点分析

ビジネスゴール設定

システム化範囲の導出

ロードマップ作成

システムユースケースの
抽出と個別プロジェクト
へのブレークダウン

広義のプロジェクト

狭義のプロジェクト

要求開発要求開発要求開発要求開発

財務的解決やマーケ
ティング的解決で終わ

る課題もある

ビジネス戦略の見
える化、プロジェク
トスコープとリソー
スを確定しゴール
を明確化。

システムシステムシステムシステム開発開発開発開発

業務要求の獲得
とプロセスの見え
る化、ITの基本要

求の獲得。

広義の要求開発（要求定義） 狭義の要求定義

ＢＤＡＢＤＡＢＤＡＢＤＡＢＤＡＢＤＡＢＤＡＢＤＡ

立案 デザイン 移行
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Version 1.0 で定義された 4 つのフェーズは、「準備」「立案」「デザイン」「シフト」であり、それぞれのプロセ

スで行なうべきことは、プロセスキャビネット(後述)として整理されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加えて、Version 1.0 では、仮説検証型 PDCA 反復の導入が行われました。要求開発が取扱うのはビジネ

ス・ビジネスモデルそのものであるため、(従来のシステム開発の企画段階・要求定義段階でよくあるよう

に)「根拠なき計画の立案」が行なわれてしまったり、「リアル間のない計画」となってしまう可能性がありまし

た。そこで、「準備」「立案」「デザイン」「シフト」の 4 つのフェーズそれぞれに、Plan, Do, Check, Action の

Disciplines(規律)を用い、より確実な要求開発の推進を可能としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備

立案

デザイン

シフト

■スコープとリソースの決定
・ビジネス戦略の把握とプロジェクト課題の見極め
・必要人材のアサイン
・要求開発プロジェクトゴールの策定

■概観の把握と可視化
・プロジェクトゴールにスコープしたビジネス領域の可視化
・ビジネス要求の抽出

■ToBe業務の設計
・ToBe業務の設計
・IT基本要求の開発

■システム計画
・IT基本要求の抽出

・システム移行計画書の作成

要求開発要求開発要求開発要求開発ののののフェーズフェーズフェーズフェーズ (Ver1.0)

仮説検証型仮説検証型仮説検証型仮説検証型PDCA反復反復反復反復サイクルサイクルサイクルサイクル(Ver1.0)

計画(PLAN)

実施(DO)

検証(CHECK)

対応(ACT)

■何をもって“OK”とするか、という基準を決めること
・各Phaseの「目的」達成のために何を行うのか、を「決める」
・それは、何をもってOKとなる（する）のか、という達成基準を「決める」

・これは「なにをやるのか」を確定することを意味する

■各PhaseのPLANを実現すること
・PLANで決めたことを決めた基準に達するように行うこと
・CHECKが出来るように行わなければ意味がない

■DOの結果をPLANにもとづいて評価すること
・PLANで計画された基準と方法によりDOの結果を評価する

・「誰が」行うのか、を目的に応じて決めておく

■出来ることを「すぐに」やること
・CHECKでの非適合事項の是正だけがACTではない

・その時点で「やったほうがよい」ことは、その時点で行う
・その時点でできないことは、次フェーズ（イテレーション）のPLANにま

わす

Input

Input

評価
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この 4 つのフェーズ、4 つの Disciplines(規律)はマトリクスを構成しています。これを、Openthology では

「プロセスキャビネット」と呼び、それぞれのマトリクスごとに、方法論やモデル・ノウハウを整理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要求開発プロジェクトを計画・実行する際には、それぞれのプロセスキャビネットにある作業項目を抽出し、

WBS を作成することによって、容易に要求開発を行うことができるようにしました。 

 

プロセスキャビネットの導入で、より具体的な要求開発プロセスを組み立てることが可能となりましたが、こ

こでひとつ問題が発生しました。プロセスキャビネットを効果的に利用するためには、PDCA のセットとして

アクティビティを取り出し、アクティビティ間のインプット／アウトプットを考慮して WBS を組成する必要があ

りますが、これは・・・「けっこう面倒！」なのです。そこで、要求開発アライアンスでは標準的な PDCA アクテ

ィビティを「プロセスセル」という形で提供することにしました(次頁の図を参照)。 

 

結果として、Openthology では大きく 2 種類の利用方法を提供します。もしも利用者が既に自社の標準的

な開発標準を持っている場合には、必要なアクティビティのみをプロセスキャビネットから取り出し、プロジェ

クトに組み込む事ができます。また、プロジェクトの特性によって標準的なプロセスセルを利用できない場合

にも、プロセスキャビネットをベースに独自の WBS を作成することができます。 

また、標準的な要求開発プロジェクトを行なうのであれば、プロセスキャビネットではなく、標準プロセスセル

を元に WBS を組成することができます。 

 

 

 

 

PlanPlanPlanPlan

DoDoDoDo

CheckCheckCheckCheck

ActActActAct

Phase： 段階的に詳細化・具体化していく

Disciplines

P

P

C C

D D

AA

作業項目名

P

C

D

A

P

C

D

A

作業項目名

準備準備準備準備 立案立案立案立案 デザインデザインデザインデザイン シフトシフトシフトシフト

プロセスキャビネットプロセスキャビネットプロセスキャビネットプロセスキャビネット (Ver1.0)
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3. 手法手法手法手法ののののレベルアップレベルアップレベルアップレベルアップ 

ビジョンビジョンビジョンビジョンととととゴールゴールゴールゴールのののの見見見見えるえるえるえる化化化化 

Version 0.6 では、そもそものビジネス戦略は要求開発の外部からのインプットでした。しかし、実態として

は、ビジネス戦略が曖昧であるために、要求開発のインプットとし難く、結果として根拠の無い計画や戦略

を選択してしまうリスクがありました。そこで、戦略を実行するためのモデルとして、BSC 戦略マップが追加

されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• プロセスキャビネットからPDCAの単位に活動をまとめ成

果物と一緒にまとめパターン化したもの

チーム編成

準備ベース

START END

要員「準備教育」

例例例例））））準備準備準備準備フェーズフェーズフェーズフェーズののののプロセスセルプロセスセルプロセスセルプロセスセル

要員「準備教育」プロセスセルの内容

　 アクテビティ名
名前 要員「準備教育」プロセスセル
目的 コアメンバーの教育・トップへの動機付けセミナー

準備教育計画作成

コアメンバー教育 (Option)
動機付けセミナー(Option)
教材の作成(Option)
教育実施評価
 

Act
メンバー構成の見直し
必要であれば、再教育を期間を検討する

教材(Option)
教育アンケート

入力 経営計画・システム開発計画
出力 プロジェクトメンバースキル表

Do

Plan

成果物

アクティビティ（活動）

情報の入出力

Check

プロセスセルプロセスセルプロセスセルプロセスセル (Ver1.0)

• Openthologyの提言
– BSC戦略マップの利用 (戦略の見える化)

• しかし「最初からBSCを利用している」企業ばかりとは限
らない

• そこで、既存の経営計画などを逆に「あてはめて」いく

• 「戦略のリバース」と呼ぶ所以は「あてはめ」にある

– IT貢献度マップ
• ITシステムと「戦略」の因果関係を明らかにする

– ゴール記述書
• システム開発のゴール（目標）を明確にしてリストする

戦略戦略戦略戦略をををを実行実行実行実行するためにするためにするためにするために (Ver1.0)
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この違いは、次の Openthology 構造図でより明確となります。Ver 0.6 ではビジネスそのものを分析/モデ

リング対象としていましたが、Ver 1.0 ではビジネス戦略の分析/モデル化もスコープの範囲と捕らえていま

す。なお、誤解されやすいのですが、Openthology はビジネス戦略そのものの立案を目的とするわけでは

ありません。既に存在するビジネス戦略(経営計画や企画案など)を分析・分解し、要求開発におけるゴー

ルを明確化するためにモデリングします(よって、「戦略のリバース」と呼ぶことがあります)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Openthology構造構造構造構造ととととモデルモデルモデルモデル (Ver0.6)

データデータデータデータデータデータデータデータ
モデルモデルモデルモデルモデルモデルモデルモデル

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト
モデルモデルモデルモデルモデルモデルモデルモデル

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス

ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス ビジネスビジネスビジネスビジネス要求要求要求要求ビジネスビジネスビジネスビジネス要求要求要求要求

システムシステムシステムシステム要求要求要求要求システムシステムシステムシステム要求要求要求要求

ビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネス

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

フレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワーク

実装実装実装実装アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ実装実装実装実装アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

ビジネスビジネスビジネスビジネス戦略戦略戦略戦略ビジネスビジネスビジネスビジネス戦略戦略戦略戦略

ビビビビビビビビ
ジジジジジジジジ
ネネネネネネネネ
スススススススス

IIIIIIII
TTTTTTTT
シシシシシシシシ
スススススススス
テテテテテテテテ
ムムムムムムムム

プロセスプロセスプロセスプロセス構造構造構造構造プロセスプロセスプロセスプロセス構造構造構造構造 サービスサービスサービスサービス構造構造構造構造サービスサービスサービスサービス構造構造構造構造 情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造

ビジネスユースケースモデルビジネスユースケースモデルビジネスユースケースモデルビジネスユースケースモデル

業務業務業務業務フローフローフローフロー（（（（アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ図図図図））））
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BSC 戦略マップは、ビジネス戦略を「財務の視点」「顧客の視点」「ビジネスプロセスの視点」「学習と成長の

視点」で捉えて図表を記載し、関連性を明確化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IT 貢献度マップは、BSC 戦略マップの拡張で、具体的なビジネス戦略に IT システムがどう貢献するかを明

確にし、ゴールと達成目標を明確化するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各モデルの詳細については、モデリング概要またはモデリングガイドラインを参照してください。 

 

 

財務の視点財務の視点

顧客の視点顧客の視点

内部プロセス
の視点

内部プロセス
の視点

収益源収益源収益源収益源のののの増大増大増大増大 生産性生産性生産性生産性のののの向上向上向上向上

売上げの増（3年後に110%)売上げの増（3年後に110%)

コストの圧縮(10％ )コストの圧縮(10％ )

新製品を開発する新製品を開発する

イノベーションイノベーションイノベーションイノベーション 顧客関係顧客関係顧客関係顧客関係のののの強化強化強化強化 卓越卓越卓越卓越したしたしたした業務業務業務業務

コストの圧縮(10％ )コストの圧縮(10％ )

納期を圧縮(10%)納期を圧縮(10%)

海外の売上げ増（2倍)海外の売上げ増（2倍)

調達費の削減(4%)調達費の削減(4%)

調達日数の短縮(20%)調達日数の短縮(20%)

拠点代理店の設置拠点代理店の設置

国内外で同一レベ
ルのサービス

国内外で同一レベ
ルのサービス製造ラインを半分にする製造ラインを半分にする

メインテナンス・レス

ポンスの向上(50%）

メインテナンス・レス

ポンスの向上(50%）

据付工期の短縮据付工期の短縮

製作工期の短縮(10%)製作工期の短縮(10%)

BSC戦略戦略戦略戦略マップマップマップマップ例例例例 (Ver1.0)

内部プロセス
の視点

内部プロセス
の視点

コストの圧縮(10％ )コストの圧縮(10％ )コストの圧縮(10％ )コストの圧縮(10％ )

納期を圧縮(10%)納期を圧縮(10%)

海外の売上げ増（2倍)海外の売上げ増（2倍)

調達費の削減(4%)調達費の削減(4%)調達日数の短縮(20%)調達日数の短縮(20%)

国内外で同一レベ
ルのサービス

国内外で同一レベ
ルのサービス

メインテナンス・レス

ポンスの向上(50%）

メインテナンス・レス

ポンスの向上(50%） 製作工期の短縮(10%)製作工期の短縮(10%)

受注から部品発注の迅速化(1日以内)受注から部品発注の迅速化(1日以内)

部品発注から納品の迅速化(3日以内)部品発注から納品の迅速化(3日以内)

手段の視点
手段の視点

ITシステムの
視点

ITシステムの
視点

Webによる受注システムの構築Webによる受注システムの構築

CAD・CAMによる部品発注システムCAD・CAMによる部品発注システム

部品調達総合システム

IT貢献度貢献度貢献度貢献度マップマップマップマップ例例例例 (Ver1.0)
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TFP 分割手法分割手法分割手法分割手法(概念概念概念概念モデルモデルモデルモデルのののの強化強化強化強化) 

Openthology では、ビジネスドメインの分析整理に、オブジェクト(クラス)モデルを重視しています。しかし、

従来のオブジェクト(クラス)モデルは、概念の中に機能的なクラスが存在すると、機能の中に関連が隠され

てしまったり、機能の入出力関係と、「もの」と「もの」との関係が混在することになり非常に曖昧になるとい

う問題がありました。 

そこで、Version 1.0 ではこの問題を解決するために、TFP 分割手法を導入しました。概念(クラス)は、

Thing, Function, Place という分類しやすい 3 つの属性に分け、結果として概念整理を容易にすることが

できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細については、モデリング概要またはモデリングガイドラインを参照してください。 

概念（クラス）

Thing

Function

Place

…もの（情報）として識別された単位。
Entity(属性の集合が一般的)

••イベントイベントイベントイベントイベントイベントイベントイベント（（（（事象事象事象事象））））ややややトランザクショントランザクショントランザクショントランザクショントランザクショントランザクショントランザクショントランザクション（（（（取引取引取引取引））））

のののの結果結果結果結果・・・・記録記録記録記録もももも「「「「ものものものもの」」」」にににに分類分類分類分類

…機能として識別された単位
Control(機能名がクラス)

通常、属性と操作がない。

…グループ、組織や人の役割などを示す

イベントの記録として
Thingに置くのがポイント

概念概念概念概念モデリングモデリングモデリングモデリング：：：：TFP分割手法分割手法分割手法分割手法 (Ver1.0)
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Version 1.0 におけるにおけるにおけるにおけるモデルモデルモデルモデルのののの役割役割役割役割 

最後に、Version 1.0 において追加された 4 つのフェーズと、追加された 2 つを含むモデルの役割の関係

を示します。フェーズが進むにあたって、観点が変化するとともに段階的にモデルも詳細化していく形となり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上が主な Openthology Ver 0.6 と Ver 1.0 の相違点です。 

 

 

なお、本資料の作成にあたっては、以下の資料を参考としました。各資料を作成いただいた皆様に感謝い

たします。 

・ Openthology コア Ver 0.6 「BDA  コンセプトに基づく Openthology 要求開発方法論」 

・ Openthology Ver 1.0 Ignition Now! (安井理事：2005/10 要求開発アライアンス定例会発表資料) 

・ Openthology Ver 1.0 Ignition Now! (萩本理事：2005/10 要求開発アライアンス定例会発表資料) 

・ 要求開発~価値ある要求を導き出すプロセスとモデリング~(日経 BP 社/要求開発アライアンス) 

・ 要求開発(Openthology)入門 (萩本理事/(株)豆蔵様のトレーニングテキスト) 
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情報情報情報情報モデルモデルモデルモデル

プロセスモデルプロセスモデルプロセスモデルプロセスモデル サービスモデルサービスモデルサービスモデルサービスモデル

TFP分割手法分割手法分割手法分割手法
・・・・Thing図図図図
・・・・Function図図図図
・・・・Place図図図図

・・・・業務業務業務業務フローフローフローフロー・・・・ビジネスビジネスビジネスビジネス
ユースケースユースケースユースケースユースケース

・・・・システムユースシステムユースシステムユースシステムユース
ケースケースケースケース

アーキテクチャモデルアーキテクチャモデルアーキテクチャモデルアーキテクチャモデル
要求要求要求要求モデルモデルモデルモデル

・・・・要求要求要求要求リストリストリストリスト
・・・・ERD/DB設計設計設計設計

・・・・アーキテクチャモデルアーキテクチャモデルアーキテクチャモデルアーキテクチャモデル

・・・・SOAモデルモデルモデルモデル

・・・・BSC戦略戦略戦略戦略

マップマップマップマップ
・・・・IT貢献度貢献度貢献度貢献度

マップマップマップマップ
・・・・プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト

ゴールゴールゴールゴール記述書記述書記述書記述書

要求開発要求開発要求開発要求開発
フェーズフェーズフェーズフェーズ

観点観点観点観点
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準備準備準備準備 立案立案立案立案 デザインデザインデザインデザイン シフトシフトシフトシフト

モデルモデルモデルモデルのののの役割役割役割役割 (Ver1.0)


